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序
2016年8月3日～5日、東村の限界集落のフィールドワークを通じ、現地の状況を直接見ることができた。また、限界集落に生きる10名の村民に聞き取り調査を行い、村の主要産業である農業を体験させてもらった。

農作業を体験
2日目からは、東村の農業従事者である米川氏の元を尋ねた。来月の稲刈りに向け、少しずつ準備をしているとのことだった。しかし、氏の体力が衰えた現在では準備には時間を要するため、裏の畑まで手入れが追いつかないとのことだった。我々は畑の草取りや水やりを中心に作業した。今回のフィールドワークに参加した人達は、私を含め農作業を本格的に体験するのは初めてのことだった。この酷暑の中でも、米川氏は我々よりもはるかに活動的に動いていたのが印象的だった。
3日目は、空き時間に村の散策を行った。誰もいない空き家が目立つ。また、管理者がいなくなり、荒れ放題となった農地も散見した。林業従事者がいなくなったため、山も荒れ、3年前には土砂崩れなどの災害も発生している。

村の現状
マスコミでは限界集落においてネガティブな報道ばかりが目立つが、平均年齢75歳を超える東村の村民達は明るく、外部からの来訪者である我々を明るく出迎えてくれた。
稲村台大学からは車で2時間、主要な交通機関としては麓の丸川駅を有しているが、本数は1日に5本と決して多いとは言えない。
まずは、村の中心人物である丸太氏に話を伺った。1930年の最盛期には農業に加え、林業で潤った資源豊かな村であったと言う。かつては、1000人以上が暮らしていたそうだ。しかし、時代の流れと共に第一次産業は衰退の一途を辿る。この東村もその流れには抗えなかった。現在、手間暇かかる林業に従事するものはいない。農業もいつまで続けられるかはわからない。10年も持たないだろうと丸太氏はため息交じりに語った。

まとめ
3日間のフィールドワークを通じ、我々は日本の超高齢化社会における問題点を体感した。限界集落とは、人口の50％以上が65歳以上の高齢者を占める集落を意味する。限界集落の問題を解消する方法は、産業の担い手となる移住者を増やすことしかない。これはどの限界集落も同じだ。空き家を使った再生事業や村おこしなどのイベントなどの対策は行われているが、高齢化に伴い実施するのは厳しくなる一方だ。
